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研究概要 

人間とは何か、生きるとはどういうことか。心とは何か、

それを科学するとはどういうことか。そんなことを考えな

がら心理学を始めました。そして、行動の準備状態と

しての「構え」という概念を軸に研究を進めています。 

まず学生の時から、実験室の中で知覚の順応と残

効や錯覚等の現象をとらえながら、知覚の構えと現実

発生という理論の検討を行ってきました。 

また、様々な子どもや動物との関わりから行動の発

達や進化を捉えて、育児の構えをテーマに心理学的、

生物学的、社会・文化的な考察を行っています。 

それから、行動を学際的・総合的にとらえる試みとし

て、「行動誌」というアプローチを提案しています。 

心理学の方法論、科学の歴史・哲学・社会学等に

も関心を寄せています。 
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１．知覚の構え: 錯覚、順応/残効、現実発生 

ものの見え方は人によっても違いますし、同じ人で

も刻一刻と変化します。 

例えば長さの異なる 2 本の線分を繰り返し何度も

見ていると長さの差が少なく見えてきます。これが順

応です。その後で同じ長さの 2 本を見ると、長さが異

なって見えます。これが残効です。このような現象を

構えとその現実発生という枠組みから検討していま

す。 

 

２．育児の構え： 発達 

多くの動物は誰から教わらなくても子育てをします

が、人間には適切な経験が必要です。どのような場

合にどのような経験が適切なのでしょうか？ 赤ちゃ

んはかわいいですが、泣いているとやっかいです。し

かし泣いているときにこそ親は一生懸命に構うのはな

ぜでしょうか？  

このような問題に、人や動物を対象にした実験や

調査をしながら取り組んでいます。 
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３．行動誌： 学際と総合 

行動や心がどのようにして成り立っているかは心理

学の力だけでは解りません。人間科学というもっと大

きな枠組みから、生き物の構造と機能、生態や進化、

社会や制度、文明や文化といった問題も並行して考

えてゆく必要があります。 

こうした問題に対して、行動を現実発生、発達、

進化という発生の枠組みから学際的・総合的にとら

える「行動誌」を提唱しています 
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趣味等 

 山歩き： 体育会ワンダーフォーゲル部の部長をしています。ワンダーフォーゲルとは「渡り鳥」。 

 芸能鑑賞： 落語、文楽といった古典芸能からリリパットアーミーまで。 

 

ゼミへの招待 

 赤ちゃんに興味のある人、動物の好きな人、知覚に関心のある人、心や行動や人間や世界とは何かを考えた

い人、ロマンチストの人、ほか誰でも歓迎します。 




